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宇宙物理學敏富便わ
　十月二十日（木）　午後，新城教授の案
内で，蛇木穂長花山山々覗察さる・
　同午後三時孚より第四回維誌會
　Otto　Struve：　］n：erstellar　Calcium．・一・・一．
　　………………・・………・竹田新一郎君
　R．　Emden　：　Thermodynamik　der　Himm－
　　ds　korperの紹介………輻本　正人君
　十月二十七日（木）　午後三時牛より第
五回雑誌會・
　量子論競近の趨勢（4）・瀞一ル・〃1ノイ
　マ・一ス及びスレーターのr假山場』の
　考へrt，クレマース及び・・イU“ンベ，レ
　グのソエルストnlウングの理論……
　　。．＿＿．……・…………・荒木　俊馬君
　陽石探索一去る十月十八日午後兵庫
縣加古郡野口村の近所に一k爆音s共に
唄石が落下しナこS言ふ報知がSこいナこの
で，十一月一日山本三二ば同地に同隣石
為探すべく向つ7こが，何分時日が可なリ
7；つた後だつたので，わからなかつナこ・
　十一月目B　十月十日の水星の太陽面
通過tエ，内地で匡其の第三及第四の接鰯
が見られないので山本教授lt，10センチ
屈折ミ〃ロノメーター彪もつてそれが見
えろ壷薄地方に出獲・
　十一月十日　水星の太陽面通過，
朝から無欲i塞に異常の緊張であった可
なり晴れてば居fこが，頻繁に去即する噺
雲に心配しながらも，各員その分捲につ
いナこ・十二吋屈折中村要・七吋屈折上島
昇，十吋反射上田助教授・十三吋反射伊
藤誰吾，それに四吋の中村反射鏡に學生
諸君が四五人取りついた・
　十二臨彌々初欄の時間が切迫するに
つれて，筋々緊張しナこが，生憎，臨雲ば
早々，頻繁に太陽の近所な趙即する・十
二eVtp’丁度さしかSつた雲が太陽弼真
直ふ7：が，それでも，一瞬の雲の切れか
らでも亡，各員一端にグロノメーター潜
生み呼吸炬沈め，或［tサングラスでのぞ
き，あるい匡プロセグシヨンで，水星の
出現為まつナこが，豫報時すでにすぎてし
まってみな力な落し7こ・而もその時雲に
切れて美しい太陽面匡見えずこが，水星に
すでにその一部た太陽面にあら（Iししてゐ
7こ・さて第二接鰯であろ・今度こそlt　S
クロノメーターた讃み息を殺しれが，恰
も悪し，大きな雲匡又無滲にも太工面旭
かくし7こ・ご分三分四分五分，mpつ定雲
が晴れナこ時，水星［t行管な圓形の姿な悠
々S太陽面に現（tしてみた・而も，中天
よリ西天にかけて悠久の空［工洋々ピ横っ
てみる・七吋屈折及十八反射ではつぎつ
ぎ1こ幾つかの爲眞た亡つナこカ㍉現象する
aF’　ikちかまえてゐナこ新聞魏者達がその幾
つかた借りて行って仕舞つナこ・
　三時頃まで時々雲の來る外充分見物す
るこSが出來ナこ，地上に十三吋に依る大
きなプロセクションにに學内罐外の多く
の見分人がたかってみずこ・
　十一月十一日　壷中の山本教授よリ
『ハソカンソクセイコウヤマ毛｝・』なる電
報た得ナこ・これで日本に於ける水星の太
陽面通過の観測ば成功しナ：・
